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議会だより
９月定例会 No.133
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町長・副町長の給与削減条例を可決………………… ６
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町花：山百合
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９
月
定
例
会
は
、
９
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
17
件
で
、
受
理
し
た
請
願
は
１
件
で
し
た
。

主
な
議
案
は
平
成
26
年
度
一
般
会
計
な
ど
の
決
算
認
定
、
普
通
交
付
税
の
増
加
な

ど
に
よ
る
基
金
積
み
立
て
を
含
む
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
職
員
の
不
祥
事

に
よ
る
町
長
・
副
町
長
の
給
与
削
減
条
例
の
ほ
か
、
議
員
に
よ
る
発
議
案
３
件
な

ど
で
し
た
。

　
す
べ
て
の
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
町
民
第
一
体
育
館
の
改
築
状
況
や
周
辺
エ
リ
ア

整
備
の
考
え
方
な
ど
つ
い
て
、
８
問
に
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

９ 月 定 例 会

58億２千万円を認定

　
決
算
審
査
意
見 

　
　
　
　
　
　
　
　

国
も
厳
し
い
財
政
事
情
に
あ
る
が
長
期

的
な
財
政
計
画
と
町
民
の
生
活
・
福
祉

の
向
上
を
図
ら
れ
た
い
。

代
表
監
査
委
員
　
薄　
井　
憲　
一

監
査
委
員
　
佐　
藤　
弘　
信

　
平
成
26
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
と

も
に
黒
字
決
算
と
な
り
、
各
会
計
と
も
予
算
の
執
行

及
び
事
務
処
理
は
適
正
・
的
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
基
金
も
２
億
７
千
万
円
が
積
み
増
し
さ

れ
総
額
が
37
億
７
千
万
円
余
り
と
な
っ
た
。

　
近
年
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
等
が
多
発
す
る
な

か
防
災
計
画
の
的
確
な
運
用
と
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
に
よ
り
交
付
金
・
補
助
金

等
の
削
減
も
考
え
ら
れ
る
な
か
、
町
民
第
一
体
育
館

の
改
築
な
ど
多
く
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
が
、
将
来

を
展
望
し
た
計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
更
な

る
町
民
の
生
活
・…

福
祉
の
向
上
を
図
ら
れ
た
い
。

　
議
会
が
決
め
た
予
算
が
適
正
に

執
行
さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
と
と

も
に
、
行
政
効
果
を
住
民
に
代

わ
っ
て
評
価
す
る
も
の
。

さ
ら
に
審
査
結
果
を
予
算
の
審
議

に
役
立
て
る
た
め
に
も
重
要
な
も

の
で
あ
る
。

�
議
員
必
携
よ
り

決
算
の
意
義

使用料等1.0％
4,334万円
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26年度決算総額

町税12.6％
５億2,816万円 繰入金5.1％

２億1,585万円

繰越金5.2％
２億1,662万円

使用料等1.0％
4,334万円

譲与税等3.1％
１億2,923万円

地方交付税47.0％
19億7,112万円

国県支出金
　　12.2％
５億1,175万円

その他2.8％
１億1,763万円

地方債（借金）11.0％
４億6,171万円

総務費15.9％
６億5,212万円

衛生費8.8％
３億6,229万円

土木費9.4％
３億8,637万円

教育費18.6％
７億6,473万円

災害復旧費
　　0.1％
1,862万円

公債費12.6％
５億1,743万円

農林水産業費
　　11.1％
４億5,771万円

民生費
20.6％
８億4,817万円

商工費0.7％
3,025万円

議会費1.8％
7,428万円

歳　入
41億
9,541円

歳　出
41億
1,197円

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 収入未済額
（滞納額） 採決の結果

一　般　会　計 ４１億９, ５４１万円 ４１億１, １９７万円 ３, ７１３万円 認定　(10 対 １)

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ６億８, ５８１万円  ６億１, ９８２万円 ５, ３２６万円 認定　(10 対 1)

簡 易 水 道 １億３, ４７６万円  １億３, １１８万円   １８１万円 認定　( 全員賛成 )

農業集落排水事業  ７, ５９６万円     ７, ３２６万円   ２９４万円 認定　( 全員賛成 )

林業集落排水事業  ２, ３６０万円     ２, ２８２万円    １７万円 認定　( 全員賛成 )

介  護  保  険 ６億４, ２５７万円  ６億２, ６６９万円   ２０９万円 認定　( 全員賛成 )　

後 期 高 齢 者 医 療  ５, ８２４万円     ５, ８２４万円      ２万円 認定　( 全員賛成 )

合　　計 ５８億１, ６３８万円 ５６億４, ４０１万円 ９, ７４２万円

前 年 対 比 84.4％ 85.5％ 102.9％

各会計の決算状況と採決結果 （１万円未満切り捨て）

一般会計の歳入歳出の性質別割合は !
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一
般
会
計
決
算
認
定

審
議
議
案

　
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
歳
入
41
億
９
５
４
１
万
円
、
歳
出
41
億
１
１
９
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
の
中
で
町
税
の
収
入
済
額
は
５
億
２
８
１
６
万
円
で
歳
入
全
体
の
12
・

６
％
、
地
方
交
付
税
は
19
億
７
１
１
２
万
円
、
47
％
で
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ
り
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
歳
出
で
は
民
生
費
が
こ
ど
も
園
の
完
成
に
よ
り
、
前
年
に
比
べ
８
億
４
９
５
２

万
円
減
少
し
て
８
億
４
８
１
７
万
円
と
な
り
、
歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
も
20
・
６
％
と
な

り
ま
し
た
。
財
政
調
整
基
金
な
ど
積
立
基
金
は
２
億
７
１
２
１
万
円
増
の
37
億
７
２
０
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
前
年
度
よ
り
１
８
０
９
万
円
減
の
６
億
８
５
８
１

万
円
で
保
険
税
は
１
５
７
８
万
円
増
の
１
億
６
９
０
２
万
円
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
２
２
８
万
円
増
の
９
０
２
７
万

円
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
な
か
に
は
法
定
外
繰
入
金

３
６
０
０
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
歳
出
は
３
３
２
６
万

円
減
の
６
億
１
９
８
２
万
円
と
な
り
、
６
５
９
８
万
円
が
余

剰
金
と
な
り
ま
し
た
。
保
険
税
の
滞
納
額
は
２
０
２
万
円
増

の
５
３
２
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
26
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
時
に
十
分
な
審
議
の
う
え
執
行
さ
れ
健
全

な
財
政
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
件
費
な
ど
経
費
の
削
減
に
も
取
り
組
み
生
活

環
境
基
盤
の
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
て
お
り
評
価
で
き
賛
成
し
ま
す
。

　
26
年
度
予
算
は
十
分
な
議
論
と
合
意
の
な
い
ま
ま
公
民
館
改
修
と
体
育
館
改

築
関
連
費
用
が
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
、
予
算
審
議
当
日
に
な
っ
て
訂
正
削
除

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
二
度
に
わ
た
り
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
否

決
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
消
費
税
増
税
に
伴
う
公
共
料
金
へ
の
転
嫁
は
納
税
義

務
の
な
い
課
税
は
控
え
る
べ
き
と
反
対
し
ま
し
た
。
雇
用
に
関
す
る
対
応
も
十

分
で
は
な
く
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一…
議
員

反
対

佐
川
勇
司…

議
員

賛
成

賛
成 
９

反
対　
１

採
決

可
決

論
討

26 年 度 会 計
決 算 認 定 審 議

　
医
療
費
の
増
加
が
抑
え
ら
れ
た
の
は
検
診
や
健
康
管
理

に
努
力
し
た
効
果
で
あ
り
、
保
険
税
負
担
軽
減
の
た
め
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
行
い
収
支
が
黒
字
と
な
っ
て
い

る
の
で
賛
成
し
ま
す
。

　
26
年
度
会
計
は
保
険
税
が
８
％
引
き
上
げ
と
な
り
、
平

均
的
町
民
収
入
の
２
割
弱
が
税
金
の
支
払
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
決
算
繰
越
金
が
６
６
０
０
万
円
と
な
り
８
％

の
引
き
上
げ
を
し
な
く
て
も
対
応
出
来
た
も
の
と
考
え
反

対
し
ま
す
。 岡

部
淳
一…

議
員

反
対

佐
川
勇
司…

議
員

賛
成

論
討

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
認
定
　

審
議
議
案

賛
成 

９

反
対　
１

採
決

可
決
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継続
公開

わが町の
貯金と借金

一般会計分

滞納税金及び使用料等 滞　納　額

町 　 　 　 　 　 税 ３０, ０５２

保 　 　 育 　 　 料 １, ５７１

福 祉 費 負 担 金 ２１５

児 童 ク ラ ブ 負 担 金 ８１

給 食 費 １８４

住 宅 使 用 料 ４, ８８８

そ の 他 貸 付 料 １１３

延 滞 金 ３０

合　　　　計 ３７, １３４

（単位）：千円 税
金
使
用
料
の

滞
納
額

区　　　分 26年度末残高 昨年度増減 算入率

一般公共事業債 5,050万円 10,000万円 50％

公営住宅建設債 5,610万円 △1,443万円 0％

災害復旧事業債 1,641万円 △489万円 ～95％

義務教育整備債 1,575万円 △725万円 ～70％

一般単独事業債 9,448万円 △3,446万円 ～50％

過疎対策事業債 20億3,018万円 △3,888万円 70％

辺地対策事業債 6億6,924万円 8,216万円 80％

財 源 対 策 債 1,437万円 △395万円 100％

臨時財政特例債 1,168万円 △390万円 100％

減 税 補 て ん 債 2,713万円 △967万円 100％

臨時税収補てん債 652万円 △251万円 100％

臨時財政対策債 15億1,092万円 1,207万円 100％

計 45億0,328万円 ▲1,572万円

区　　　分 26年度末残高 昨年度増減

財 政 調 整 基 金 11億6,681万円 △3,910万円

減 債 基 金 3億0,500万円 2万円

文教厚生施設等基金 17億8,870万円 3億5,075万円

ふるさと創生基金 1億2,115万円 △2,088万円

さわやか福祉基金 1億5,426万円 0

計 35億3,592万円 ２億9,079万円

区　　　分 26年度末残高 昨年度増減

土 地 開 発 基 金 1億円 0

優良雌牛導入事業基金 5,500万円 0

奨　学　基　金 6,792万円 55万円

計 2億2,292万円 55万円

借金の種類 借入金は元金です。 貯金の種類 積 立 基 金

運 用 基 金
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個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

町
長
・
副
町
長
の
給
与
削
減
条
例

過
疎
自
立
促
進
計
画
の
変
更

請
願
審
査

議
員
発
議

意
見
書

可決した主な条例 ・ 予算
　
来
年
１
月
か
ら
利
用
が
ス
タ
ー
ト
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
実
施
に
伴
う
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
改
正
で
す
。

　

今
月
か
ら
全
世
帯
に
個
人
番
号
が
通
知
さ
れ
、

様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
と
な
る
身
分
証
明
と

し
て
利
用
で
き
る
「 

個
人
番
号
カ
ー
ド 

」
を
希
望

す
る
方
は
、
町
に
申
請
す
れ
ば
交
付
さ
れ
ま
す
。

カ
ー
ド
の
交
付
は
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
今
年
度
分
の
地
方
交
付
税
や
国
県
補
助
金
の
割
当

額
が
確
定
し
、
前
年
度
か
ら
の
決
算
余
剰
金
も
含
め

予
算
額
を
１
億
３
１
６
１
万
９
千
円
増
額
す
る
補
正

予
算
で
す
。

　
農
林
土
木
の
工
事
関
係
補
助
金
は
当
初
見
込
み
を

下
回
り
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税
は
１
億
６
２
２
７
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
予
算
で
は
農
地
保
全
の
た
め
の
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
に
１
７
６
万
７
千
円
、
千
年
の
森

育
成
補
助
金
１
１
０
万
円
、
農
道
改
良
工
事
に

３
０
９
万
円
、
町
道
の
維
持
管
理
に
５
０
０
万
円
の

ほ
か
、
予
算
補
正
に
伴
う
余
剰
金
を
財
政
調
整
基
金

に
１
２
９
０
万
８
千
円
、
文
教
厚
生
施
設
整
備
基
金

に
１
億
８
８
５
６
万
９
千
円
積
み
立
て
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
積
み
立
て
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
で

11
億
７
９
７
２
万
円
、
文
教
厚
生
施
設
整
備
基
金
は

19
億
７
７
２
７
万
円
の
残
高
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
来
年
度
以
降

の
運
行
に
関
す
る
契
約
等
の
準
備
を
行
う
た
め
、
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
総
額
３
億
５
千
万
円
を

上
限
と
す
る
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
原
発
事
故
に
伴
い
実
施
し
て
い
る
米
の
全
量
・
全

袋
検
査
の
運
営
事
務
で
職
員
の
不
祥
事
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
責
任
を
取
る
た
め
と
し
て
、
町
長
・
副

町
長
の
給
与
を
10
月
か
ら
３
ヶ
月
間
、
10
％
を
削
減

す
る
条
例
の
制
定
で
す
。

　
竹
貫
地
内
の
旧
愛
宕
団
地
跡
地
は
、
宅
地
分
譲
を

前
提
と
し
た
調
査
と
測
量
設
計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
進
入
路
と
な
る
町
道 

竹
貫
愛
宕
線
を
幅
員
５
ｍ

に
拡
幅
す
る
た
め
の
計
画
変
更
で
す
。
旧
Ａ
コ
ー
プ

脇
か
ら
改
良
工
事
を
行
う
も
の
で
、
測
量
設
計
委
託

料
も
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

◎…

所
得
税
法
第
56
条
の
廃……

止
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て

…

請
願
者　

　

…

東
石
民
主
商
工
会

……

会
長　
　
　
熊
井
利
治

　
婦
人
部
長　
鈴
木　
操

◎…

会
議
規
則
及
び
傍
聴
規

則
の
改
正

……

提
出
者　
　
佐
川
勇
司

……

賛
成
書　
　
矢
内
泰
吉

◎…

所
得
税
法
第
56
条
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書……

提
出
者　
　
佐
川
勇
司

……

賛
成
書　
　
矢
内
泰
吉

…

外
3
名

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
採
択

債
務
負
担
行
為
と
は

　
町
の
予
算
は
会
計
年
度
独
立
の
原
則
に
よ
り
、
単
年

度
会
計
と
な
っ
て
お
り
、
数
年
度
に
渡
る
契
約
支
出
を

行
う
と
き
は
、
契
約
期
間
と
金
額
の
上
限
を
定
め
た
債

務
負
担
行
為
と
し
て
議
会
の
議
決
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
支
出
額
は
年
度
ご
と
に
予
算
化
し
ま

す
。
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請願審査と所管事務の聞き取り

上山上地内の水稲の状況を視察調査　

　
今
年
も
実
施
さ
れ
る
米
の
全
量
・
全
袋
検
査
の
体
制
や
補
助
金

等
の
仕
組
み
の
ほ
か
、
流
鏑
馬
保
存
事
業
に
つ
い
て
、
各
担
当
課

か
ら
説
明
を
受
け
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
付
託
さ
れ
た
請
願
「…

所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
の
審
査
を
行
い
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
解
体
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
町
民
第
１
体
育

館
と
町
公
民
館
の
改
修
工
事
現
場
を
調
査
し
、
ま

た
刈
り
取
り
間
近
と
な
っ
て
い
る
水
稲
の
作
柄
調

査
も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
と
し
て
実
施
し

て
い
る
電
気
牧
柵
補
助
の
申
請
や
、
原
発
事
故
後

に
行
っ
て
い
る
農
林
産
物
の
検
査
に
つ
い
て
、
昨

年
度
に
新
た
に
購
入
し
た
非
破
棄
式
測
定
器
の
利

用
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

常任委員会の活動
総
務
常
任
委
員
会

産 業 建 設 常 任 委 員 会
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第
４
回
臨
時
会
は
、
７
月
22
日
に
開
催
さ
れ
、
町

民
第
１
体
育
館
解
体
工
事
と
町
公
民
館
改
修
工
事
２

件
の
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
体
育
館
解
体
工
事
は
全
会
一
致
で

公
民
館
改
修
工
事
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

請
負
業
者　
　
株
式
会
社　
ト
ー
ホ
ク
オ
カ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役　
　
岡
部　
　

…

稔

請　
負　
額　
　
８
４
７
８
万
円

契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

請
負
業
者　
　
高
田
工
業
株
式
会
社…

浅
川
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
所　
長　
　
角
田　
安
男

請　
負　
額　
　
３…

億
１
１
７
９…

万
６…

千
円

契
約
の
方
法　
　
条
件
付
一
般
競
争
入
札

第
4
回 

臨
時
会
7.22

町
民
体
育
館
解
体
工
事

 

請
負
契
約
の
締
結

町
公
民
館
改
修
工
事

 

請
負
契
約
の
締
結

審
議
議
案

審
議
議
案

Q…

指
名
業
者
と
落
札
率
は

A 

㈱
三
森
建
設
、
㈱
小
浜

組
㈱
ト
ー
ホ
ク
オ
カ
ベ
、
㈱

佐
川
建
設
、
㈲
か
た
し
き
建

設
㈲
古
殿
工
業
の
６
社
を
指

名
し
、
落
札
率
は
94
・
６
％

で
す
。

Q 

解
体
は
建
築
工
事
な
の

に
、
な
ぜ
土
木
工
事
業
者
に

発
注
し
た
の
か
。
ま
た
鉄
骨

の
解
体
工
事
と
杭
抜
き
工
事

で
全
体
の
70
％
を
し
め
て
い

る
が
、
指
名
し
た
業
者
は
自

社
で
施
行
で
き
る
と
判
断
し

た
の
か
。

A 

指
名
委
員
会
と
し
て
は
、

解
体
工
事
を
施
行
出
来
る
業

者
を
指
名
し
た
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
指
名
し
た
６
社
は

自
社
で
施
行
で
き
る
と
判
断

し
決
定
し
ま
し
た
。

Q 

指
名
基
準
に
そ
っ
て
今

回
も
指
名
し
た
と
思
う
が
こ

れ
ま
で
５
０
０
０
万
円
を
超

え
る
建
築
工
事
を
町
内
業
者

の
み
の
指
名
競
争
入
札
を
し

た
事
例
は
あ
る
の
か
。

A 

今
ま
で
の
工
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
旧
小
学
校
の

解
体
工
事
は
町
内
業
者
に
発

注
し
て
い
ま
す
。

Q 

旧
４
小
学
校
の
解
体
工

事
は
、
工
事
費
が
５
０
０
０

万
円
以
下
で
議
会
の
議
決
が

必
要
な
工
事
で
は
な
か
っ
た
。

今
回
、
公
民
館
の
改
修
工
事

は
条
件
付
一
般
競
争
入
札
で

行
っ
て
い
る
が
、
何
が
違
う

の
か
。

A 

公
民
館
改
修
は
増
築
工

事
で
一
定
の
特
殊
性
と
工
事

規
模
が
大
き
い
の
で
条
件
付

一
般
競
争
入
札
と
し
ま
し
た
。

Q 

改
修
計
画
説
明
の
途
中

か
ら
交
流
人
口
を
拡
大
す
る

た
め
と
し
て
、
宿
泊
施
設
が

組
み
込
ま
れ
、
一
昨
年
の
９

月
以
来
そ
の
必
要
性
を
め

ぐ
っ
て
審
議
を
重
ね
て
来
た
。

今
年
３
月
の
議
会
で
は
設
計

の
一
部
修
正
を
前
提
に
予
算

全
員
賛
成

採
決

可
決

が
可
決
さ
れ
た
が
、
当
初
設

計
の
ま
ま
入
札
を
実
施
し
、

議
案
審
議
当
日
に
な
っ
て
変

更
す
る
と
言
う
町
長
の
執
行

者
と
し
て
の
姿
勢
に
疑
問
を

感
じ
る
。

A 

宿
泊
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
の
進
め
方
、
考
え
を
示
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
言
う
認

識
は
あ
る
が
、
今
後
は
見
直

し
て
行
き
た
い
。

　
宿
泊
ス
ペ
ー
ス
の
件
に
つ
い
て
は
、
議
論
を
し
て
き
て

お
り
、
今
後
は
説
明
を
し
な
が
ら
と
言
う
こ
と
も
あ
っ
た

の
で
、
一
日
も
早
い
改
修
整
備
を
行
い
、
町
民
が
活
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
賛
成
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ル
・
図
書
室
の
拡
充
計
画
が
途
中
か
ら
宿
泊
施
設

が
入
っ
た
こ
と
で
、
公
民
館
本
来
の
利
用
か
ら
は
使
い
づ

ら
い
施
設
と
な
っ
て
し
ま
い
、
議
論
を
継
続
す
る
必
要
が

あ
り
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一…

議
員

反
対

佐
川
勇
司…

議
員

賛
成

論
討

賛
成 

８

反
対　
３

採
決

可
決

賛　成

緑川
鈴木（一）
佐藤（弘）
佐川
矢内
青柳
関根
佐藤（一）

反　対

高木
岡部
木戸
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一 般 質 問一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
９
月
16
日
に
４
人
の
議
員
が
８
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
質
問

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

開園から２年目を迎えたこども園

園外散歩で役場を見学する園児達

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

佐
藤　
新
設
さ
れ
た
施
設
で

１
年
運
営
、
今
年
度
よ
り
新

制
度
「
認
定
こ
ど
も
園
」
と

し
て
、
半
年
近
く
に
な
り
ま

す
。
こ
の
間
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
、
順
調
に
運
営

さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、

制
度
の
変
更
に
よ
り
、
施
設

利
用
・
規
則
・
送
迎
の
面
な

ど
保
護
者
か
ら
の
意
見
や
戸

惑
い
苦
情
な
ど
は
な
い
の
か

伺
い
ま
す
。

町
長　
現
時
点
で
は
特
に
そ

の
よ
う
な
報
告
は
受
け
て
い

ま
せ
ん
が
、
運
営
全
般
に
お

い
て
、
保
護
者
と
の
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
信
頼
関
係

を
構
築
し
な
が
ら
、
幼
児
教

育
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
は

保
護
者
と
連
携
し
幼
児

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
　
町
長
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一 般 質 問一 般 質 問

イノシシ捕獲用の箱罠

町営住宅…チロリン横川団地

定
住
環
境
の
整
備
は

検
討
を
深
め
ま
す

町
長

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

　
人
口
減
少
が
続
く
中
、
町

内
に
一
人
で
も
多
く
住
ん
で

い
た
だ
く
環
境
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
社
会
状
況
に
あ
り

ま
す
。
子
育
て
支
援
も
整
備

さ
れ
て
来
た
と
思
い
ま
す
が

今
後
は
特
に
住
宅
環
境
整
備

と
働
く
場
所
・
雇
用
創
出
が

課
題
で
す
。
ま
た
、
町
外
か

ら
の
定
住
対
策
と
高
齢
者
社

会
に
向
け
た
生
活
環
境
整
備

も
急
務
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
伺
い
ま
す
。

佐
川　

若
者
定
住
策
の
一つ

と
し
て
若
者
専
用
住
宅
（
チ

ロ
リ
ン
型
）
の
取
り
組
み
が

必
要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

町
長　
チ
ロ
リ
ン
横
川
団
地

は
一
般
公
営
住
宅
で
あ
り
ま

す
が
、
若
者
専
用
住
宅
の
必

要
性
を
含
め
、
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

佐
川　

企
業
誘
致
を
含
め
、

地
域
で
働
け
る
雇
用
環
境
創

出
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
企
業
誘
致
活
動
や
、

首
都
圏
企
業
へ
の
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

佐
川　
高
齢
者
世
帯
生
活
環

境
対
策
と
し
て
、
旧
保
育
所

施
設
の
取
り
組
み
は
急
務
と

思
う
が
、
い
つ
頃
か
。
ま
た
、

高
齢
者
住
宅
進
入
路
、
冬
期

間
対
応
は
ど
う
か
。

町
長　
高
齢
者
世
帯
の
対
策

は
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議

を
進
め
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
冬
期
間
の
高
齢
者
住
宅
進

入
路
対
応
は
互
助
・
共
助
で

の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
で

す
が
、
必
要
に
応
じ
、
除
雪

な
ど
の
対
応
を
し
ま
す
。

佐
川　
町
外
か
ら
の
定
住
者

向
け
対
策
と
し
て
、
条
件
付

無
償
分
譲
な
ど
の
構
想
は
ど

う
か
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、
低

価
格
で
の
分
譲
を
基
本
に
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

検
討
を
深
め
て
参
り
ま
す
。
　
鳥
獣
被
害
、
特
に
イ
ノ
シ

シ
対
策
に
対
し
、
今
後
も
交

付
金
活
用
と
予
算
継
続
し
、

支
援
強
化
す
べ
き
と
思
い
ま

す
。

佐
川　
捕
獲
器
具
、
箱
罠
等

を
各
地
区
で
利
用
出
来
る
よ

う
導
入
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　
実
施
隊
と
調
整
し
な

が
ら
、
導
入
、
確
保
を
図
り

ま
す
。

佐
川　
７
割
補
助
は
電
気
牧

柵
以
外
に
も
該
当
す
る
か
。

町
長　
該
当
し
ま
す
が
、
購

入
前
に
相
談
願
い
ま
す
。

佐
川　
有
資
格
者
の
狩
猟
登

録
等
の
説
明
会
の
開
催
は
。

町
長　
猟
友
会
と
現
在
調
整

中
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
支
援
は

今
後
も
被
害
防
止
対
策

支
援
を
図
っ
て
行
き
ま
す

町
長
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一 般 質 問一 般 質 問

解体工事が進む町民第１体育館

用地購入予定地

内部解体状況

緑
みどり

川
かわ

　栄
え い

一
いち

 議員

　
平
成
27
年
度
の
主
要
事
業
、

町
民
第
一体
育
館
改
築
事
業

は
、
現
体
育
館
の
解
体
工
事

も
発
注
さ
れ
危
険
な
状
態
も

回
避
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

緑
川　
全
体
事
業
計
画
は
。

町
長　
本
年
度
に
体
育
館
建

物
建
築
設
計
を
進
め
県
か
ら

事
業
認
定
後
、
用
地
購
入
と

な
り
ま
す
。
工
事
発
注
に
つ

き
ま
し
て
は
次
年
度
以
降
と

な
る
予
定
で
す
。

緑
川　
用
地
の
購
入
は
。

町
長　
事
業
認
定
を
受
け
て

仮
契
約
、
議
会
の
承
認
後
と

な
り
ま
す
。

緑
川　
設
計
委
託
業
務
の
発

注
は
。

町
長　
７
月
に
体
育
館
の
基

本
実
施
設
計
業
務
と
敷
地
測

量
業
務
の
委
託
を
発
注
し
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

緑
川　
全
体
事
業
完
了
及
び

供
用
時
期
は
。

町
長　
確
定
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
全
体
事
業
完
了
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年

度
、
供
用
開
始
時
期
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度
に

な
る
見
込
み
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

町
民
第一体
育
館
改
築
の

進
捗
状
況
は
　

平
成
27
年
に
建
築
設
計
と

　
用
地
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す

町
長
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一 般 質 問一 般 質 問

町
道
改
良
と
新
設
の
現
況
と

　
　
　
　
今
後
の
取
り
組
み
は

要
望
等
を
踏
ま
え
総
合
的
に

　
　
　
　
　
　
　
検
討
し
ま
す

町
長

放
射
能
対
策
の
現
況
と

       

　
　
今
後
の
取
り
組
み
は

安
心
安
全
の
為
の
助
成
の
ほ
か

　
　
賠
償
請
求
を
行
っ
て
い
ま
す

町
長

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

　
念
願
だ
っ
た
国
道
整
備
が

進
み
、
県
道
改
良
に
も
新
た

な
見
通
し
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
町
道
に
関
す
る
改

良
工
事
の
進
み
具
合
、
新
た

な
考
え
方
で
対
応
す
べ
き
点

な
ど
を
勘
案
し
伺
い
ま
す
。

岡
部　
今
年
予
定
し
て
い
る

改
良
工
事
の
進
捗
と
全
体
計

画
に
対
す
る
完
了
率
は
。

町
長　
改
良
工
事
が
５
路
線

中
、
４
路
線
、
舗
装
工
事
が

３
路
線
中
、
２
路
線
が
発
注

済
み
で
あ
り
完
了
率
は
今
年

度
末
で
18
路
線
中
、
９
路
線

が
完
了
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

岡
部　
今
後
特
に
重
要
視
し

て
改
良
し
た
い
路
線
は
。
ま

た
、
優
先
順
位
的
な
対
応
は
。

町
長　
現
在
着
手
し
て
い
る

路
線
の
完
了
を
基
本
と
し
、

優
先
順
位
は
要
望
等
を
踏
ま

え
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

岡
部　
中
山
間
東
地
区
事
業

は
、
荷
市
場
か
ら
大
原
橋
間

に
お
い
て
進
め
ら
れ
ま
す
が
、

荷
市
場
か
ら
大
作
線
そ
し
て
、

ふ
る
ど
の
荘
へ
の
路
線
は
竹

貫
辺
川
か
ら
田
口
地
区
へ
と

つ
な
が
る
道
路
と
し
て
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ふ
る

ど
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ふ
る
ど

の
荘
に
つ
な
が
る
竹
貫
中
心

部
よ
り
の
道
路
改
良
、
橋
の

拡
幅
は
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
ご
指
摘
の
路
線
が
開

設
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
町
道…

林
の
入
り
線
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

岡
部　
愛
宕
団
地
跡
地
の
住

宅
地
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
生
活
道
路
と
し
て
改
善
が

必
要
に
な
る
と
思
う
が
、
改

良
工
事
は
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
補
正
予
算
に
委
託
料

を
計
上
し
て
い
ま
す
の
で
、

改
良
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
原
発
事
故
と
町

と
の
関
連
に
つ
い
て
様
々
な

角
度
か
ら
質
問
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
が
、
原
因
と
な

る
第
一
原
発
の
状
況
は
全
く

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
事
態
の

改
善
は
な
く
溶
解
し
た
核
燃

料
の
所
在
は
い
ま
だ
つ
か
む

事
さ
え
出
来
な
い
で
い
ま
す
。

こ
の
状
況
の
な
か
で
わ
が
町

に
係
る
次
の
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

岡
部　
現
在
、
原
発
事
故
と

の
関
係
で
と
っ
て
い
る
対
策

は
何
か
。

町
長　
コ
メ
の
全
袋
検
査
や

農
林
産
物
等
の
簡
易
測
定
、

水
稲
の
放
射
性
物
質
吸
収
抑

制
対
策
と
し
て
塩
化
カ
リ
の

配
布
、
家
畜
の
自
給
飼
料
支

援
と
し
て
の
草
地
更
新
実
施

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

・…

体
育
館
改
築
の
考
え
方
と

体
育
館
エ
リ
ア
の
施
設
整

備
の
方
向
性

・…

町
お
こ
し
や
活
性
化
に
寄

与
し
て
い
る
鮫
川
沿
い
の

桜
の
維
持
管
理
対
策

そ
の
他

質
の

問

岡
部　
賠
償
請
求
の
現
状
は
。

町
長　
請
求
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
東
京
電
力
に
請
求

し
て
お
り
、
現
在
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

岡
部　
食
物
検
査
機
器
の
利

用
状
況
は
。

町
長　
２
月
16
日
か
ら
非
破

壊
式
簡
易
検
査
器
を
導
入
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
４
月
か
ら
８
月
ま

で
利
用
は
35
件
の
検
査
状
況

で
す
。

岡
部　
除
染
の
た
め
に
各
区

が
揃
え
た
高
圧
洗
浄
機
の
利

用
状
況
は
。

町
長　
県
の
補
助
事
業
に
よ

り
町
が
補
助
金
を
支
出
し
ま

し
た
が
、
除
染
作
業
の
落
ち

着
き
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い

な
い
状
況
と
思
わ
れ
ま
す
。

岡
部　
町
内
農
家
に
支
援
し

て
い
る
塩
化
カ
リ
、
そ
の
散

布
手
数
料
が
賠
償
さ
れ
て
い

る
が
知
っ
て
い
る
か
。
町
と

し
て
の
対
応
は
。

町
長　
散
布
経
費
が
、
賠
償

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

米の全量全袋検査
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デジタル化への改修が急がれる中継基地

　平成27年度に調査、実施設計を行い、平成28年度に防災無線のデジタ
ル化に向けた、改修工事に着手します。

Q　平成26年12月一般質問から

防災無線のデジタル化は？テーマ

A　町長答弁

機材の老朽化に伴う防災無線のデジタル化は。

機器の老朽化から、デジタル化に移行する計画です。

その後の
対　　応

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.31
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み ん な の ペ ー ジ

「豊楽保存会」…のみなさん　

搗…き…あ…が…っ…た…餅…を…杵…で…持…ち…上…げ…て…奉…納　　　　　　　

　下松川旧三番組（才竜内、前木、馬場）集落に伝わ
る熊野神社の氏子による信仰行事で、今から350年ぐ
らい前から「熊野講 御日待」と呼称され伝承されてき
ました。その年の収穫を感謝し、五穀豊穣と村内安泰
を熊野様に祈願して講中内の親睦を兼ねた集落の一大
行事で、現在は、旧三番組 豊楽保存会「会長：矢吹　
昭 さん」が、中心となって９月の第２日曜日に地区内
にある湯殿山神社の祭礼にあわせて行われています。
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　朝早くから夕方まで「餅つき」「千本杵」と称し、長さ６尺の楢の生木で作った杵で、臼を３個並べ本
臼うら臼のほか、中央にこね水を入れた水臼を縄で結び、「ねりうた」　「つきうた」にあわせ、搗くひと 
コネ取りをする人が息を合わせて搗きあげ、最後に本臼とうら臼の餅を交換して、搗きあがった餅を杵
の先で持ち上げ神様に奉納します。

“町政を知るよい機会”
議会を傍聴してみませんか

今回紹介するのは、「下松川旧三番組 熊野講豊楽保存会」 の皆さんです。

Ｎｏ.24

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

12月 中旬


